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韮崎都市計画道路の変更
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都市計画総括図

韮崎IC
（工業拠点）

韮崎駅

３

変更区間



山梨県都市計画マスタープラン

「都市機能の集約と連携による持続可能な都市づくり」

集約と連携による都市づくりのイメージ

基本理念

行政、業務、居住、
文化、教育、商業等
の機能をもった

人々の都市生活を
支える各種施設

（特に公共公益施設等）

都市機能

県内に複数配置された
各拠点に都市機能を集約し、
拠点同士が互いに
連携する都市づくり
（拠点を決めて都市機能を集約）

都市機能の集約と連携による
持続可能な都市づくり
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韮崎駅周辺（地域拠点）



韮崎市都市計画マスタープラン

人・もの・情報が集まる交流と活力を育てるまちづくり

■新たな道路・交通ネットワークによる広域圏を見据えたまちづくり

基本⽬標

韮崎駅周辺の取り組み
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都市拠点居住ゾーンに位置付けられ、
圏域内の交通環境を整備して⽣活利便
性を⾼め、都市的サービスを享受でき
る便利な居住空間を創出し、⼈⼝や都
市機能等の集積を図ることとしている。

韮崎IC周辺の取り組み

⼯業拠点に位置付け、産業の集積や交通の利便性を活
かし⼯業機能の集積・充実を図ることとし、既存産業
の操業環境の向上・維持や、新規企業の積極的な誘致
を図ることとしている。
※ 穂坂⼯業団地の造成
「やまなし未来ものづくり推進計画」の重点促進区域
に指定され、⼯業拠点の拡⼤が進められていることか
ら、今後さらなる産業集積が期待されている。

拠点間をつなぐ道路ネットワークの強化

韮崎駅周辺と韮崎IC周辺をつなぐ道路ネットワークとし
て、（主）韮崎昇仙峡線が位置付けられている。

県道韮崎昇仙峡線



都市計画に位置付ける必要性

韮崎駅周辺（地域拠点）は、居住空間の魅⼒創出に取り組み、
⼈⼝や都市機能等の集積を図ることとしている。

韮崎IC周辺（⼯業拠点）は、産業の集積や交通の利便性を活かし、
⼯業機能の集積・充実を図ることとされ、

将来に向け拡⼤を予定している。
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このことから、両拠点は今後の都市づくりにおいても
密接な関係にあり、拠点間のネットワークを強化することで、

地域課題の解決・地域経済の活性化を図られることから
都市計画に定めるものとする。

※都市計画区域外に定める理由
⼀部都市計画区域外に位置することとなるが、
都市計画運⽤指針のとおり、⼀の都市計画区域
を超える広域的な道路である中央⾃動⾞道へ接
続する道路であり、都市の健全な発展と秩序あ
る整備を図るため、⼀体のものとして都市計画
に位置付けることが適当であると判断する。

■都市計画運⽤指針
⼀の都市計画区域を超える広域
的な道路については、都市の健
全な発展と秩序ある整備を図る
ため、⼀体のものとして都市計
画に位置付けることが適当と判
断される区間がある場合には、
その区間が都市計画区域外にわ
たる場合であってもこれを都市
計画に定めることが望ましい。



計画図（新旧対照図）

市道穂坂97号

市道穂坂97号

中央⾃動⾞道
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現況写真（航空写真）
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現況写真（航空写真（韮崎IC周辺拡⼤図））
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南下条穂坂線
変更区間（起点）

１０

© Google



１１

© Google



南下条穂坂線
変更区間（終点）
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